
2022年もあとわずかとなりました。子どもたちには冬休みに入る前に、12月までの学校生活
での自分の成長を振り返りながら、新たな目標を立て、2023年に臨んでほしいと思います。
また、本校は新年の1月21日（土）に創立140周年を迎えます。改めて本校の

歴史と伝統の重みを感じるとともに、新しい歴史を積み上げていく三川っ子たち
のますますの躍動に期待し、2023年を迎えたいと思います。
なお、学校の諸活動については、学校だよりや各担任からの学年だよりの他に

も、三川小ホームページ：HP（右のQRコードから）でも随時更新し、紹介して
いますので、どうぞホームページもご覧ください。

今年度は、10月18日～11月29日までの毎週火・水曜日の業間や体育の時間を使って、全校で
走ることを通して、継続的に体力の向上・健康増進に取り組んできました。そして、友達と持久
力を競ったり、あるいは各自のペースにあわせて励まし合いながら、意欲的に取り組めました。
本番の11月29日（火）は、マラソン大会に代わって、学年記録会という形で行いました。天候が
心配されましたが、記録会開始時間には雨も上がり、予定通り実施できました。保護者の皆様の
声援もあったことで、子ども達も気合いが入り、持てる力を十分に発揮し、走りきりました。

◇書き初め教室（3年～6年）◇ 書き初めお題 ３年「いけ花」 ４年「ふじの山」

５年「友の便り」 ６年「強い意志」

毎年、本校では３年生から６年生を対象に、伝統
的な年中行事である書き初めを、正月に先がけて12
月に伊豆守彦先生を講師にお招きして習っていま
す。上記お題の上達に向けて真剣に取り組みました。
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◇旭市青少年意見発表大会◇

11月20日（日）に「旭市青少年意見発表大会」が東総文化

会館小ホールで開催されました。意見発表を行ったのは市内小

中学校選抜１0校から各校代表1名ずつと、市内の県立高校生２

名、青年の部代表２名からの合計14名です。各自が自由にテー

マを決めて、その思いや主張を発表する大会です。本校からは

代表で、６年生□□□□□さんが、「コロナ差別をなくそう」
をテーマに、差別や偏見をなくすための友達との接し方や思い

やりの大切さについて、立派に意見発表を行ってくれました。



◇チョークアート体験（5年・6年）◇ （写真右は講師作品）
チョークアートは、オイルパステルと指を

使って色を混ぜたり、ぼかしたりしてグラデー
ションを作って描いていきます。看板のアート
やメニューボードなど様々な実用性のあるボー
ドを作り出すことができるのが魅力です。
チョークアーティストの芝 真恵 さんを講師
にお招きして、子どもたち各自で着色を工夫し
て、チョークアートを楽しみました。

保護者連絡アプリ tetoru（テトル）の運用について【重要】 お知らせ
旭市では、学校のICT化に向け、保護者連絡アプリ「tetoru（テトル）」を運用していきます。すでに配付

文書にてご案内しておりますが、まだ未登録の保護者の方はアプリのご利用手続きをお願いいたします。
運用開始時期について、三川小は令和５年１月６日（金）後期再開日より運用を開始します。
tetoru（テトル）」運用後は、主に次の２点を行っていきます。
①学校からの連絡配信・従来の紙の文書等をＰＤＦ等のファイルにして配信します。
（ただし、場合により、一部の文書は紙面配付となります。）

②家庭からの欠席連絡をアプリ上から欠席、遅刻、早退の連絡が可能になります。
※現行のスクールメールについては、当面の間、教育委員会からの連絡（安全に関する内容等）で
活用しますが、今後は、学校からの連絡は、「tetoru（テトル）」とスクールメールとの併用となります。

※スマートフォンの利用がないご家庭につきましては、従来どおり印刷物をお渡ししますので、学校まで
ご連絡ください。また、欠席連絡につきましても従来通り電話でお受けします。

三川小の創立は、学校沿革史によると、1883年（明治16年）１月21日に目那熊の堆3647番地に校舎
を建設し、当時の萩園村の公立萩園小学校付属三川小学校と称し、萩園小の分校として初等科が設置
された年を創立年としています。
さらに1872年の学制の発布に起源をたどれば、
小学校を萩園村「密蔵院」に設置し、公立萩園小
学校としたと記載があります。そこで、個人的に
ですが、創立記念日を前に、１２月３日（土）三川小
のルーツの萩園の「密蔵院」を訪ねてみました。
実は、この「密蔵院」の毘沙門堂（びしゃもんどう）には鎌倉時代の代表的
仏師である運慶の一派により造られた「木造毘沙門天立像」（もくぞうびしゃも
んてんりつぞう）（右写真）が収蔵されており、毎月３日の午前中（9時頃～11
時半頃）に月に一度の限定公開で開帳（寺社で，特定の日に秘仏を一般の参
拝者に公開）されているのです。 この木造毘沙門天立像は、旭市指定有
形文化財でもあります。ちなみに毘沙門天とは、仏教における天部の仏
神で、日本では福や財をもたらす神として、別名で多聞天ともいわれ、
現世利益を授ける七福神の一柱として信仰されています。
※エピソードよもやまばなし※ ネットで「密蔵院」を調べていたところ、あ
る掲載記事がとても印象的でしたのでその一文を紹介します。
「（前文省略・・・）旭市にある密蔵院の毘沙門天立像（１４世紀）のエピソードに
も心を動かされた。東日本大震災で旭市飯岡地区は大津波に襲われたが、この
密蔵院のある地区は奇跡的に被害をまぬがれた。このことから、地元では津波を
防いだ毘沙門様と呼ばれているそうだ。連綿と続いてきた信仰が今に生き、これ
からも生き続けるだろうと思わせるエピソードである。（・・・以下省略）」

創立１４０周年であるこの機会に、三川小のルーツを訪ねつつ、
そして地元に鎌倉時代から室町時代ゆかりの歴史ある文化遺産があ
ることを地域から学ぶ意味でも、まだ木造毘沙門天立像をご覧にな
ったことのない方は、ぜひ親子で、限定日公開の開帳日である各月
の３日に訪れてみてはいかがでしょう。


